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平
成
25
年
中
の
市
内
に
お
け
る

救
急
車
出
動
件
数
は
２
０
９
５
件

で
、
１
９
７
３
人
が
搬
送
さ
れ
ま

し
た
。
１
日
平
均
約
５
人
、
市
民

の
約
27
人
に
１
人
が
救
急
車
で
運

ば
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
原
因

は
、
急
病
が
60
・
4
％
で
最
も
多

く
な
っ
て
い
ま
す
（
図
１
）。

増
え
る
救
急
出
動

救
急
・
救
命
講
習
会

救
命
率
を
高
め
る
に
は

Ａ
Ｅ
Ｄ
と
は

救
急
隊
が
到
着
す
る
ま
で
に
、

そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
人
（
バ
イ

ス
タ
ン
ダ
ー
）
が
速
や
か
に
心
肺

蘇
生
法
お
よ
び
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
実
施
す

る
こ
と
で
、
救
命
率
を
高
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
心
肺
蘇
生
法
と

は
、
心
臓
が
停
止
し
た
傷
病
者
に

対
し
て
行
う
救
命
処
置
で
す
。
反

応
を
確
認
し
、
普
段
ど
お
り
の
呼

吸
が
な
い
と
き
は
胸
骨
圧
迫
（
心

臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
）
を
実
施
し
、
人

工
呼
吸
と
組
み
合
わ
せ
て
繰
り
返

し
行
い
ま
す
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動

器
）
は
、
急
性
心
筋
梗
塞
な
ど
の

た
め
に
心
停
止
（
心
室
細
動
＝
心

臓
が
細
か
く
け
い
れ
ん
し
て
い
る

状
態
）
と
な
っ
た
場
合
に
、
電
気

シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
て
救
命
す
る
こ

と
が
で
き
る
機
器
で
す
。
Ａ
Ｅ
Ｄ

は
、
乳
児
を
含
め
た
全
年
齢
に
使

用
で
き
ま
す
。

市
消
防
本
部
で
は
、
心
肺
蘇
生

法
等
を
学
ん
で
い
た
だ
く
た
め
の

講
習
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。　

昨
年
は
84
回
開
催
、
２
４
６
７

人
が
受
講
し
ま
し
た
。

講
習
会
で
適
切
な
救
命
処
置
を

身
に
つ
け
、
い
ざ
と
い
う
時
に
備

え
ま
し
ょ
う
。

急病［60.4％］
一般負傷
［13.5％］
一般負傷

交通事故
［9.1％］

事故事事故故

その他
［17.0％］

救急車出動の事故種別
（H25 年  本市の状況）

ＡＥＤ（自動体外式除細動器）

女性消防団の佐藤分団長㊧
と石川団員

【図 1】

エ
ー
イ
ー
デ
ィ
ー

［特集］

救える命がある
―  あなたの適切な救命処置で、愛する家族を救うことができます  ―

　

救
急
・
救
命
講
習
会
で
指
導
員
を

務
め
る
の
が
市
女
性
消
防
団
の
皆
さ

ん
で
す
。
平
成
18
年
に
発
足
し
、
団

員
は
主
婦
の
方
な
ど
15
人
。
救
命
講

習
会
の
指
導
を
中
心
に
、
防
災
教
育

の
推
進
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

分
団
長
の
佐
藤
多
美
子
さ
ん
（
西

河
内
中
町
）
は
、
「
一
人
で
も
多
く

の
方
に

講
習
会

を
受
講

し
て
ほ

し
い
で

す
ね
。

80
歳
の

奥
さ
ん

が
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
で
ご
主
人
を
助

け
た
事
例
も
あ
る
ん
で
す
」
。
団
員

の
石
川
千
雅
子
さ
ん
（
小
沢
町
）
は
、

「
幼
児
や
小
学
校
低
学
年
の
子
ど
も

た
ち
に
は
、
ま
ず
自
分
の
命
を
守
る

こ
と
を
教
え
た
い
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。
今
後
は
、
幼
稚
園
・
保
育
園

で
、
「
服
に
火
が
つ
い
た
時
の
消
し

方
」
な
ど
、
体
験
型
の
講
習
会
を
寸

劇
を
ま
じ
え

て
行
っ
て
い

く
予
定
で
す
。

救急車で処置を行う救急救命士

ま
ず
〝
知
る
〞
こ
と
か
ら寸劇の小道具は団員の手作り

呼吸がなければまず
心臓マッサージを

―  あなたの適切な救命処置で、愛する家族を救うことができます  ――  あなたの適切な救命処置で、愛する家族を救うことができます  ―

救える命がある救える命がある
［特集］［特集］［特集］

救急車で処置を行う救急救命士救急車で処置を行う救急救命士救急車で処置を行う救急救命士

ドクターヘリドクターヘリドクターヘリドクターヘリ

呼吸がなければまず
心臓マッサージを
呼吸がなければまず
心臓マッサージを
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Ａ
Ｅ
Ｄ
に
よ
る
電
気
シ
ョ
ッ
ク
が
1
分
遅

れ
る
と
、
救
命
率
が
７
〜
10
パ
ー
セ
ン
ト
下

が
り
ま
す
。
現
場
に
居
合
わ
せ
た
人
（
バ
イ

ス
タ
ン
ダ
ー
）
が
早
期
に
胸
骨
圧
迫
と
電
気

シ
ョ
ッ
ク
を
行
う
こ
と
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

市
内
で
は
、
人
が
多
く
集
ま
る
公
共
施
設
、

す
べ
て
の
幼
稚
園
、
保
育
園
、
小
・
中
学
校
、

高
校
な
ど
に
配
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

強
い
味
方
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
貸
し
出
し
ま
す

【特集】救える命がある

各消防署（出張所） 山吹運動公園市民体育館
市役所本庁　　　 白羽スポーツ広場
　　　金砂郷支所　 温水プール
　　　水府支所　　 大里ふれあい広場
　　　里美支所 水府海洋センター
パルティホール 竜っちゃん乃湯
生涯学習センター 全幼稚園
総合福祉会館 全保育園
西山の里桃源 全小・中学校
交流センターふじ 全県立高校
水府物産センター

市
内
で
開
催
さ
れ
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
ス

ポ
ー
ツ
大
会
等
に
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
無
料
で
貸
し

出
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

＊ 

普
通
救
命
講
習
修
了
者
が
い
る
こ
と
が
条

件
で
す
。

問
消
防
本
部
（
☎
73
‐
０
１
１
９
）

市
消
防
本
部
で
は
、
家
庭
や
職
場
で
で
き

る
救
命
処
置
の
知
識
と
技
術
を
学
ぶ
た
め
の

講
習
と
し
て
、
救
急
・
救
命
講
習
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

【
講
習
会
の
種
類
】

○ 

救
命
体
験
コ
ー
ス　

１
時
間
〜
１
時
間

30
分

○ 

救
命
入
門
コ
ー
ス　

１
時
間
30
分
〜
３

時
間

○ 

普
通
救
命
講
習
（
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
）　

３

時
間
〜
４
時
間　

○
上
級
救
命
講
習　

8
時
間

○
防
災
体
験
コ
ー
ナ
ー　

1
時
間
30
分

　
（
ビ
デ
オ
、
煙
体
験
、
水
消
火
訓
練
等
）

救
急
・
救
命
講
習
会

ＡＥＤの設置例
＊ 写真は西山の里

桃源内のもの

職
場
・
サ
ー
ク
ル
等
で
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
消
防
本
部
（
☎
73
‐
０
１
１
９
）

1 AED を傷病者の横に置き、
　 電源を入れる
○ 機種にもよりますが、

ケースから AED を取
り出すか、ふたを開け
ます。

○ 電源ボタンを押し、後
は、音声メッセージと
本体に点滅するランプ
に従ってください。 

2電極パッドを
　 貼る
○ 傷病者の衣服を取り除

き胸部を裸にします。
○ 電極パッドは、体表との

間にすき間を作らない
よう、しっかりと貼りま
す。 

3心電図の解析が始まる
○ 電極パッドを貼ると「傷病者

から離れてください」との
メッセージが流れ、自動的に
心電図の解析が始まります。 

4 AED の指示により除細動ボタンを押す
○ 除細動が必要な場合は

AED が自動的に充電
を始めます。

○ 充電が完了すると「除
細動ボタンを押してく
ださい」という音声
メッセージや、除細動
ボタンの点滅、充電完
了の連続音が鳴ります。
○ 周りの人たちに傷病者
から離れるよう指示し
除細動ボタンを押しま
す。 

5胸骨圧迫を行う
○ 除細動後、AED の指

示により胸骨圧迫（心
臓マッサージ）を行い
ます。

上記の手順は、取り扱いの概要を示したも
のです。詳しい講習を受けたい方は消防本
部までお問い合わせください。 女性消防団員が丁寧に指導
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１
月
26
日
、
旧
郡
戸
幼
稚
園
で

「
第
１
回
ア
ー
ト
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
in

常
陸
太
田
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
常
陸
太
田
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
イ
ン
レ
ジ
デ
ン
ス
の
活
動
と
し

て
、
ゲ
ス
ト
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
佐

藤
悠
さ
ん
の
協
力
で
「
い
ち
ま
い

ば
な
し
」
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な

ど
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

２
月
２
日
、
Ｊ
Ｒ
常
陸
太
田
駅

前
広
場
で
「
汁
Ｏ
Ｎ
Ｅ
カ
ッ
プ

２
０
１
４
」
が
開
催
。
３
回
目
の

今
年
は
県
外
か
ら
の
参
加
者
も
あ

り
、
例
年
以
上
に
熱
く
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

28
店
が
出
店
し
、
地
元
食
材
な

ど
を
使
っ
た
温
か
い
創
作
汁
物
料

理
が
用
意
さ
れ
、
雨
模
様
に
も
か

か
わ
ら
ず
多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。

自
主
防
災
会
の
リ
ー
ダ
ー
や
関

係
者
が
参
加
し
た
、
市
自
主
防
災

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
が
、１
月
29
日
・

２
月
25
日
の
２
日
間
に
わ
た
っ
て

行
わ
れ
ま
し
た
。
１
日
目
は
交
流

セ
ン
タ
ー
ふ
じ
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

茨
城
県
防
災
士
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
副

理
事
長
高
橋
茂
氏
か
ら
「
自
主
防

災
組
織
の
活
動
と
リ
ー
ダ
ー
の
役

割
」
と
題
し
た
講
演
。
２
日
目
は

実
技
訓
練
と
し
て
、
ロ
ー
プ
ワ
ー

ク
や
水
防
工
法
訓
練
、
倒
壊
家
屋

か
ら
の
救
助
訓
練
見
学
、
救
助
工

作
機
械
の
操
作
体
験
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。

第
１
回
ア
ー
ト
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
in
常
陸
太
田

汁
Ｏ
Ｎ
Ｅ
カ
ッ
プ
開
催   

〜
汁
椀
№
1
が
決
定
〜

自
主
防
災
リ
ー

ダ
ー
研
修
会

「
い
ち
ま
い
ば
な
し
」
と
は
、

そ
の
場
、
そ
の
時
、
そ
の
人
た
ち

で
し
か
で
き
な
い
話
を
紡
い
で

世
界
で
た
っ
た
ひ
と
つ
の
物
語

を
完
成
さ
せ
ま
す
。「
あ
る
と
こ

ろ
に
山
が
あ
り
ま
し
た･･･

容
姿

端
麗
な
地
球
防
衛
軍
が･･･

地
底

の
宇
宙
人
は･･･

」
と
っ
て
も
面

白
い
お
話
が
で
き
あ
が
り
ま
し

た
。

今年も熱く盛り上がる汁ＯＮＥカップ会場

震災を思い出しながら
真剣に耳を傾ける

救助訓練では工作機械を
実際に操作

グラスデコのワーク
ショップもありました

佐藤悠さん㊧がゲスト。このお話の続きはどうなる
んでしょう

幼稚園の中はアートでいっぱい

風っこ号もやってきたどれに投票しようかな

来
場
者
の
投
票
に
よ
り
汁
椀
№

１
を
決
め
る
戦
い
で
は
、
３
年
連

続
で
「
わ
た
る
家
×
太
田
ワ
ク
ワ

ク
会
」
の
〝
豚
と
ん
汁
〞
が
見
事

第
１
位
。
２
位
は
「
里
川
町
会
」

の
〝
こ
ろ
ち
ゃ
ん
里
川
カ
ボ
チ
ャ

ス
ー
プ
〞。
３
位
は
神
奈
川
県
か

ら
参
加
の
「
牛
す
じ
え
び
す
」
の

〝
牛
す
じ
ズ
ゥ
ン
ド
ゥ
ブ
チ
ゲ
〞

が
選
ば
れ
ま
し
た
。
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２
月
23
日
、
大
里
ふ
れ
あ
い
広

場
周
辺
で
、
第
７
回
市
ロ
ー
ド

レ
ー
ス
・
親
子
ふ
れ
あ
い
大
会
が

開
催
さ
れ
、
市
内
の
小
・
中
学

生
等
１
１
４
７
人
（
う
ち
親
子

１
５
６
組
）
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
ま

し
た
。
小
学
１
・
２
年
生
が
出
場

す
る
親
子
の
部
は
、
ゴ
ー
ル
す
る

際
に
親
子
で
手
を
つ
な
が
な
け
れ

ば
い
け
な
い
ル
ー
ル
。
中
に
は
、

疲
れ
て
遅
れ
て
し
ま
っ
た
お
父
さ

ん
を
、
ゴ
ー
ル
手
前
で
待
つ
子
ど

も
や
、
違
う
子
の
手
を
引
い
て

ゴ
ー
ル
し
て
し
ま
っ
た
お
父
さ
ん

な
ど
、
今
年
も
さ
ま
ざ
ま
な
ド
ラ

マ
が
起
こ
り
ま
し
た
。

域
学
連
携
事
業
に
取
り
組
ん
で

き
た
大
学
生
た
ち
が
、
１
月
25
日
、

里
美
文
化
セ
ン
タ
ー
で
活
動
成
果

の
報
告
会
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
茨
城
大
学
、
茨

城
キ
リ
ス
ト
教
大
学
、
常
磐
大
学

の
学
生
が
里
美
地
区
を
継
続
的
に

訪
問
し
、
地
域
住
民
と
交
流
を
し

な
が
ら
、
体
験
学
習
や
地
域
資
源

の
調
査
研
究
な
ど
を
行
う
も
の
。

里
川
カ
ボ
チ
ャ
の
商
品
開
発
や

知
名
度
ア
ッ
プ
を
行
う
「
里
川
カ

ボ
チ
ャ
チ
ー
ム
」、
里
美
の
魅
力

発
信
を
行
う
「
里
美C

afé

チ
ー

ム
」、里
美
の
魅
力
を
知
る
ツ
ア
ー

を
行
う「
里
美
ト
ラ
ベ
ル
チ
ー
ム
」

の
そ
れ
ぞ
れ
が
今
ま
で
の
活
動
の

成
果
を
報
告
し
ま
し
た
。

２
月
２
日
、
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
で
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ミ

ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
師
は
、
市
子
ど
も
・
子
育
て

会
議
委
員
長
も
務
め
る
茨
城
キ
リ

ス
ト
教
大
学
文
学
部
児
童
教
育
学

科
准
教
授
中
島
美
那
子
さ
ん
。
参

加
し
た
方
は
「
こ
ど
も
が
育
つ
、

お
と
な
が
育
つ
ま
ち
」
の
講
話
を

聴
き
子
育
て
や
人
の
育
ち
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。
正
解

の
な
い
子
育
て
や
人
の
育
ち
に
つ

い
て
の
深
い
テ
ー
マ
に
、
皆
さ
ん

真
剣
に
向
き
合
っ
て
い
ま
し
た
。

岡
田
町
の
常
陸
太
田
工
業
団
地

内
に
あ
る
株
式
会
社
え
ひ
め
飲
料

に
お
い
て
、
か
ね
て
か
ら
建
設
し

て
い
た
最
新
の
製
造
ラ
イ
ン
が
２

月
に
完
成
し
ま
し
た
。

こ
の
ラ
イ
ン
で
は
、
６
０
０
ml

以
下
の
小
型
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
工

場
内
で
成
型
、
そ
の
ま
ま
ジ
ュ
ー

ス
や
お
茶
を
充
填
す
る
こ
と
が
で

き
る
画
期
的
な
製
造
ラ
イ
ン
で
す
。

こ
の
製
造
ラ
イ
ン
は
、
１
分
間

に
最
大
約
６
０
０
本
の
清
涼
飲
料

水
が
製
造
可
能
で
、
今
後
の
事
業

拡
大
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

市
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
・
親
子
ふ
れ
あ
い
大
会

域
学
連
携
地
域
づ

く
り
活
動
報
告
会

男
女
共
同
参
画

講
演
会

工
業
団
地
で
事
業

拡
大

親子の部1.5㎞スタート。お父さんもガンバって！

仲間の発表を聞く学生たち

質問する参加者 データを駆使して語る中島さん

もう少しでゴール一斉にスタートする選手たち
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✿おめでとうございます

✿✿

✿ ✿

交
通
安
全
功
労
で
緑
十
字
銀
章

発
明
工
夫
展
で
県
議
会
議
長
賞

子
供
短
歌
コ
ン
ク
ー
ル
で
特
選

い
ば
ら
き
も
の
づ
く
り
教
育
フ
ェ
ア

で
入
賞

「永年交通安全活動に
携わりましたが、この
ような栄誉をいただき、
諸先輩のご指導の賜物
と感謝しています。今
後も交通事故防止に一
層精進していきたいと
思います」

「私の母は目薬をさす時、よ
く違うところにさしてしまう
ので、きちんと真上から目薬
をさせたら失敗しないと思い、
この作品を考えました」

「ポストの中にカエルがいて
ビックリした事を作品にしま
した。短歌を作るのは初めて
でしたが、5 文字・7 文字の
言葉遊びをして作りました」

「この作品で遊ぶ幼稚園児
の笑顔を思い浮かべながら
作りました。製作をとおし
て、ものづくりの楽しさや、
相手のことを考えて作るこ
との大切さを知りました」

助川  弘之 さん  川崎  凜 さん  

菅原  千夏 さん  柳橋  果奈 さん  

第
54
回
交
通
安
全
国
民
運
動
中
央
大
会
に
お
い
て
、
永
年
に
わ
た

り
太
田
地
区
交
通
安
全
協
会
役
員
と
し
て
、
日
頃
の
交
通
安
全
活
動

に
献
身
的
に
貢
献
さ
れ
た
助
川
弘
之
さ
ん
（
上
大
門
町
）
が
、
交
通

功
労
者
と
し
て
交
通
栄
誉
章
「
緑
り
ょ
く

十
字
銀
章
」
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

発
明
工
夫
の
精
神
を
か
ん
養
す
る
と
と
も
に
、
発
明
の
奨
励
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
第
57
回
茨
城
県
発
明
工
夫
展
」
児
童
・

生
徒
の
部
に
お
い
て
、川
崎
凜
さ
ん
（
機
初
小
５
年
）
の
作
品
「
ラ

ク
楽
♪
目
薬
」
が
、
県
議
会
議
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

全
国
約
６
万
１
千
人
か
ら
応
募
の
あ
っ
た
「
第
９
回
し
き

な
み
子
供
短
歌
コ
ン
ク
ー
ル
」
小
学
校
中
学
年
の
部
に
お
い

て
、菅
原
千
夏
さ
ん（
佐
竹
小
３
年
）が
特
選
を
受
賞
し
ま
し
た
。

「
平
成
25
年
度
い
ば
ら
き
も
の
づ
く
り
教
育
フ
ェ
ア
児
童
・

生
徒
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
中
学
校
技
術
・
家
庭
科
（
家
庭
分

野
）
に
お
い
て
、柳
橋
果
奈
さ
ん
（
峰
山
中
３
年
）
の
作
品
「
パ

ク
パ
ク
恐
竜
ひ
も
通
し
」
が
、
県
教
育
研
究
会
会
長
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。
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✿ ✿
「レジ袋の削減を推進する常陸太田市民ネットワーク」が募集していました “レジ袋削減キャッチコピー”
について、応募作品数 324 点の中から、下記の作品が最優秀賞・優秀賞に輝きました。
▼ 最優秀賞　「エコバッグ　地球を救う　思いやり」　水野愛子さん（久米小）
▼優秀賞　○小学生の部　「レジ袋　減らしてニッコリ　青い地球」　大高明仁くん（太田小）
　　　　　○中学生・高校生の部　「あなたの１歩で世界が変わる。みんなで減らそうレジ袋。」　豊田絋平さん（北中）
　　　　　○一般の部　「持ってます　わたしはいつも　エコバック」　須賀寿子さん（真弓町）

✿優
良
子
ど
も
会
・
指
導
者
表
彰

顕
著
な
活
動
を
し
て
い
る
子
ど
も
会
や
、
子
ど
も
会
の
育

成
に
永
年
に
わ
た
り
功
労
の
あ
っ
た
指
導
者
等
を
表
彰
す
る
、

平
成
25
年
度
優
良
子
ど
も
会
等
表
彰
式（
県
・
県
教
育
委
員
会
・

県
子
ど
も
会
育
成
連
合
会
主
催
）
が
、
１
月
25
日
に
交
流
セ

ン
タ
ー
ふ
じ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
市
か
ら
は
、
優
良
子

ど
も
会
と
し
て
三
才
町
子
ど
も
会
の
皆
さ
ん
、
優
良
子
ど
も

会
育
成
指
導
者
と
し
て
梶
山
大
輔
さ
ん
（
瑞
龍
町
）
が
表
彰

を
受
け
ま
し
た
。

三才町子ども会の皆さん

梶山  大輔 さん

✿統
計
功
労
者
表
彰

レジ袋削減キャッチコピーの優秀作品発表

永
年
、
統
計
調
査
員
な
ど
に
従
事
さ
れ
た
統
計
功
労
者
と

し
て
、
次
の
方
々
が
県
知
事
な
ど
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

▼ 

経
済
産
業
省
大
臣
官
房
調
査
統
計
審
議
官
感
謝
状　

藤
咲
博

さ
ん
（
増
井
町
）

▼ 

県
知
事
表
彰　

佐
川
清
さ
ん
（
木
崎
二
町
）
／
舟
橋
み
ち
子

さ
ん
（
落
合
町
）

▼ 

県
統
計
協
会
総
裁
表
彰　

海
老
根
翔
六
さ
ん
（
下
利
員
町
）

Fin
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今月の朝市は 3 月 16 日日に市役所駐車場で開催します！

15
年
前
、
過

疎
地
対
策
で
開

発
さ
れ
た
松
平

町
の
高
台
に
あ

る
土
地
を
分
配

し
て
い
た
だ
き
、
畑
に
し
て
野
菜
作
り
を

始
め
、
農
業
一
年
生
か
ら
楽
し
ん
で
き
ま

し
た
。
有
機
肥
料
を
中
心
に
し
て
農
薬
は

最
小
限
に
と
ど
め
、
自
作
自
消
の
た
め
に

作
っ
て
い
ま
し
た
が
、
せ
っ
か
く
の
野
菜

を
皆
さ
ん
に
も
一
緒
に
食
べ
て
い
た
だ
き

た
く
て
朝
市
に
出
店
し
て
い
ま
す
。
野
菜

の
種
類
が
多
く
て
大
変
じ
ゃ
な
い
で
す
か
、

と
言
わ
れ
る
と
き
も
あ
り
ま
す
が
、
楽
し

く
て
や
っ
て
い
ま
す
の
で
苦
に
な
っ
た
こ

と
は
な
い
で
す
ね
。
こ
れ
か
ら
も
お
客
様

と
共
に
食
べ
ら
れ
る
こ
と
を
楽
し
み
に
続

け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

楽
し
く
野
菜
づ
く
り

 

お
い
し
い
手
づ
く
り
コ
ン
ニ
ャ
ク

を
召
し
上
が
れ

新
鮮
な
農
産
物
等
で
毎
回
好
評
の
常
陸
太

田
朝
市
。
魅
力
あ
る
商
品
を
発
信
す
る
出
店

者
の
方
々
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

農
政
課
（
内
線
６
１
５
）

平
根
喜
代
子
さ
ん
（
木
崎
二
町
）

お手頃価格の季節
の野菜

下
高
倉
町
か
ら
、

昔
な
が
ら
の
お
い
し

い
手
作
り
コ
ン
ニ
ャ

ク
を
持
っ
て
き
て
い

ま
す
。
下
高
倉
町
は

昔
か
ら
コ
ン
ニ
ャ
ク

作
り
が
盛
ん
な
地
域
で
す
。
手
づ
く
り
コ

ン
ニ
ャ
ク
は
柚
子
味
噌
を
つ
け
て
食
べ
る

と
と
て
も
お
い
し
い
で
す
よ
。
朝
市
の
ほ

か
に
は
直
売
所
等
へ
も
出
し
て
い
ま
す
。

商
品
は
コ
ン
ニ
ャ
ク
が
中
心
で
す
が
、
そ

の
他
、
家
で
で
き
る
も
の
を
い
ろ
い
ろ
と

持
っ
て
き
て
い
ま
す
。
甘
さ
控
え
め
な
お

は
ぎ
や
芋
が
ら
の
煮
物
、
漬
物
な
ど
も
ぜ

ひ
食
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
朝
市
に
は
第

１
回
か
ら
出
て
い
て
、
お
客
様
に
お
い
し

か
っ
た
と
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
と
と
て
も

嬉
し
い

で
す
。

井
上
ミ
サ
子
さ
ん
（
下
高
倉
町
）

made in
 Hitachiota

逸品
最中印

いんろう

籠

梅っこしょうゆ

手作りの家庭の味
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キ ラ リ 健 や か コ コ ロ と カ ラ ダ 問健康づくり推進課☎ 73-1212

余
震
の
不
安
に
お
び
え
な
が
ら
、
避
難
所
等

の
環
境
で
生
活
す
る
の
に
必
死
だ
っ
た
震
災
直

後
は
、
あ
る
種
の
緊
張
と
興
奮
の
状
態
に
置
か

れ
て
い
ま
し
た
。

左
の
グ
ラ
フ
は
、
本
市
に
お
け
る
自
殺
者
数

の
移
り
変
わ
り
を
示
し
た
も
の
で
す
。
震
災
直

後
よ
り
も
、
む
し
ろ
１
年
後
の
方
が
自
殺
者
が

増
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
震
災
直
後
の
ス
ト
レ
ス
は
一
定

の
期
間
を
経
て
自
然
に
回
復
す
る
も
の
で
す
が
、

人
に
よ
っ
て
は
、
ス
ト
レ
ス
症
状
が
長
く
、
深

く
続
く
こ
と
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
ろ
も
「
ケ
ガ
」
を
す
る
の
で
す

災
害
や
事
故
・
事
件
に
よ
る
シ
ョ
ッ
ク
で
、

こ
こ
ろ
は
大
き
な
ケ
ガ
を
し
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
こ
ろ
が
ケ
ガ
を
す
る
と
色
々
な
こ
と
が
お
こ

り
ま
す
。
小
さ
な
こ
と
で
イ
ラ
イ
ラ
す
る
、
夜

眠
れ
な
い
、
そ
の
時
の
夢
を
繰
り
返
し
見
る
、

そ
の
時
の
光
景
が
何
度
も
思
い
浮
か
ぶ
、
誰
と

も
話
す
気
に
な
ら
な
い
…
等
。
ま
た
、
か
ら
だ

の
調
子
に
も
影
響
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

回
復
の
た
め
に
で
き
る
こ
と

　

十
分
な
睡
眠
、
息
抜
き
の
時
間
を
大
切
に

　

こ
こ
ろ
や
身
体
が
多
少
つ
ら
く
て
も
「
気
の

持
ち
よ
う
で
が
ん
ば
れ
る
」「
み
ん
な
大
変
な

ん
だ
か
ら
」
と
無
理
を
続
け
て
い
ま
せ
ん
か
。

定
期
的
に
心
身
を
休
ま
せ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

☆
自
分
に
あ
っ
た
方
法
で
リ
ラ
ッ
ク
ス

 　

読
書
や
音
楽
鑑
賞
、
ぬ
る
め
の
お
湯
に

ゆ
っ
く
り
つ
か
る
、
ぼ
ん
や
り
過
ご
す
、
ス

ト
レ
ッ
チ
や
呼
吸
法
、
散
歩
な
ど
…

　

 

お
酒
は
ほ
ど
ほ
ど
に

　

お
酒
の
量
が
以
前
よ
り
増
え
た
ら
、
要
注

意
で
す
。
お
酒
に
は
依
存
性
が
あ
り
、
ひ
と
た

び
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
に
な
っ
て
し
ま
う
と
、

回
復
に
は
専
門
家
の
支
援
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
寝
酒
は
不
眠
を
悪
化
さ
せ
、
気
分
が
落

ち
込
む
原
因
に
な
り
ま
す
。
お
酒
は
、
適
量
を

ゆ
っ
く
り
飲
み
、
週
に
2
回
は
休
肝
日
を
設
け

て
飲
み
過
ぎ
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　

リ
ズ
ム
あ
る
生
活
を

被
災
後
、
暮
ら
し
の
変
化
を
き
っ
か
け
に
、

行
動
や
習
慣
が
変
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
不
規
則
な
生
活
に
な
っ
た
り
、
外
出
が

お
っ
く
う
に
な
っ
た
り
し
て
い
ま
せ
ん
か
。
食

事
を
３
食
と
り
、
適
度
な
運
動
で
生
活
に
メ
リ

ハ
リ
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

お
互
い
に
声
を
か
け
あ
い
ま
し
ょ
う

　
「
あ
り
が
と
う
」「
お
互
い
さ
ま
」
の
声
か
け

は
心
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な
り
ま
す
。

回
復
の
速
さ
は
人
そ
れ
ぞ
れ
違
い
ま
す
。
な

か
な
か
立
ち
直
れ
な
い
人
が
い
て
も
、
せ
か
さ

な
い
で
見
守
っ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

　

ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
な
い
で

気
持
ち
を
言
葉
に
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
体
験

や
感
情
を
言
葉
に
す
る
と
、
気
持
ち
の
整
理
に

役
立
ち
ま
す
。
ま
た
、
話
す
こ
と
で
問
題
解
決

の
糸
口
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

も
し
、
身
近
に
話
す
相
手
が
い
な
い
と
き
は
、

専
門
家
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

災
害
と
、こ
こ
ろ
の
健
康

東
日
本
大
震
災
か
ら
３
年
。
皆
さ
ん
の
こ
こ
ろ
は
元
気
を
取
り
戻
し
て
い
ま
す
か

0

5

10

15

20

16 人

平成 24 年平成 23 年
（震災の年）

平成 22 年

11 人

19 人

13 人

平成 25 年

常陸太田市の自殺者数の状況

出典：地域における自殺の基礎資料（内閣府）
＊平成 25 年は現在公表されている暫定の数値
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 文化課エコミュージアム推進室（内線 541）

ちょっと
寄り道

今
月
は
里
野
宮
町

来月は、里
さと

野
の

宮
みや

町
の「宮 」つながりで、
下
しも

宮
みや

河
かわ

内
うち

町さんに
お願いします。

紹介者　
里野宮町
羽生雄二さん

里野宮町の旧道に薩
さっ と

都神社があります。この神
社は、常陸国風土記にも書かれており、創建は延

えん

暦
りゃく

七年（788 年）。里宮・山宮があり里宮の方が
里野宮町で、山宮の方は、現在の日立市入四間町
にある御岩神社の境内にあります。本殿などは江
戸時代に建てられ、拝殿内には三十六歌仙や六歌
仙の絵巻が奉納されていて、一見の価値がありま
す。8月になると、神社の裏で五穀豊穣を願う大
助人形祭りが行われます。この祭りは昭和 30年
頃に途切れてしまいましたが、地域で復活させ今
年で 20回を迎えました。祭りには子どもからお
年寄りまで参加し、藁

わら

で作った大助人形や大助饅
頭を作るなど、地域の伝統文化を継承しています。大助人形祭り   

赤土町の収穫祭 
2 月 16 日、赤土町で「常陸秋そばの郷まもりたい」主催によ

る収穫祭が行われ、地域の皆さんや大学生ボランティアなど約
100 人が集まり、餅つきやけんちん作り、花餅作りで親睦を深
めました。 関清一代表は、「高齢化が進んでいる町会を元気にす
るためイベントを企画しています。5 月頃には、赤土町のそば
畑一面にストロベリーキャンドルが咲き誇ります。今後もこの
赤土町に市内外から多くの人が来てくれるよう、頑張っていき
たい」と話してくれました。

   薩都神社

これからもみんなで力を合わせ赤土町を
盛り上げていきます

けんちん作りに挑戦 みんなで花餅飾り

餅やけんちんそばを食
べながら、紙芝居やチ
ンドンバンドなどで盛
り上がりました

上深荻・大菅町の昔ながら体験
2月 23日、上深荻大菅コミュニティセンターにおいて、里美に

伝わる「昔ながら」の体験が行われました。市内各地から訪れた参
加者や地域の方、ボランティアなど80人が参加し、伝統のわら細工・

「こもづくり」体験や餅つき、昔なつかしいベーゴマや竹馬などで
交流。子どもからお年寄りまで楽しい1日を過ごしました。

４本のわらを編んで
馬のわら細工作り

ボランティアの学生も竹馬に
挑戦したよ。みんな上手

けん玉に挑戦。うまく
はいるかなぁ

指導を受けながら「こ
もづくり」に挑戦

この道具はどう遊ぶの
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Kanasa-go!!

婚活支援

心もからだもほっこりさせる
お母さんの味

地域の方から「子どもが未婚で不安」
という声をよく聞き、婚活イベント
は、私が水府で行いたいことの１つ
です。私は仕事が結婚に与える影響
は大きいと考え、「仕事 × 婚活」と
いうキーワードで婚活を構想してい
ます。

そのための勉強として、1 月 26 日の
常陸太田市商工会青年部主催の婚活
イベントのお手伝いをさせていただ
きました。また、2 月 22 日は商工会
青年部と YOU 愛ネット主催のバン
ジー婚活の見学をしました。
地域の特性を生かしつつ、多くの参
加者を集めるためのイベントの魅力
を考えることと、参加者個人が持つ
魅力を異性に最大限に伝えられる仕
組みを考える必要があると思いまし
た。また商工会青年部には水府の若
い人も多く、今後一緒に地域のため
の活動ができたらと思います。

2 月 5 日～ 7 日に、里美御膳の限
定レストランを古民家荒蒔邸に
オープンさせ、11 月に開催した秋
版に続き、冬版のメニューを地域
のお母さんたちと提供しました。
里美地区の旬の食材を使い、お母
さんたちの知恵と技の詰まったメ
ニューですが、お母さんたちにし
てみれば当たり前のもの。そこに
協力隊目線で感じた魅力や作り手
の想いなどをお客様に直接伝える
ことによって、五感で感じながら
食すという付加価値を付けること
ができたと思います。
お母さんたちと同年代くらいのお
客様からは｢懐かしいわね｣という
声も多く、今ではなかなか食べる
ことのない料理も里美地区には
しっかり残っているのだと感じ、
それも価値の一つだと思いまし
た。
また、料理を作ってくれるお母さ
んたちからも楽しんでいる様子が
うかがえ、前向きな意見がどんど
ん出るようになっていて今後の活
動も楽しみです！

金砂郷支部は 2012 年 7 月から、
毎月 25 日発行で、協力隊だより

「Kanasa-go!!」を金砂郷地区の全世
帯に配布しています。
内容は主に活動報告なのですが、

「どんな内容なら地域の人に喜んで
もらえるだろう？」ということを
考え、裏面に「Go !Go ! つながる
金砂郷人」というコーナーを作り
ました。これは金砂郷にかかわり
のある、地域の〝熱い〟皆さんを
紹介制のリレー形式で掲載するも
のです。

ニュースレターも 20 号
を迎えることができ、
多くの人がつながって
いるんだと実感します。
取材のたびに、協力隊は新たに地
域の方と出会える良い機会になっ
ています。
現在、金砂郷地区にゆかりのある
Go ! 郷 ! 会のメンバーもニュースレ
ターで紹介された方を中心に構成
されています。金砂郷に思いを寄
せる 1 人の点が線になり、線が円
になっていけたらと思っています。

11
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市民提案型まちづくり事業
自分たちの力で地域の課題を解決し、地域の活力を生み出そうとするグループや団体等を応援する事業で、6 年目を
迎えた今年度は 18 団体を採択しました。各団体の活動状況を随時紹介していきます。問市民協働推進課（内線 217）

▼▼▼
▼ ▼ ▼

皆さんのアイデアをまちづくりに!!

中
野
町
地
内
に
中
野
富
士

山
古
墳
が
発
見
さ
れ
た
の
を

機
に
、
測
量
・
調
査
の
た
め

の
や
ぶ
刈
り
や
低
木
の
伐
採

な
ど
、
古
墳

周
辺
の
環
境

整
備
を
行
っ

て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、

除
草
作
業
や

枝
払
い
の
ほ

か
、
７
月
に

は
会
員
20
人

お
宝
さ
が
し
で
環
境
整
備

【
中
野
富
士
山
古
墳
保
存
会 

】　
で
作
業
を
行
い
、
入
口
を
は

じ
め
急
傾
斜
の
箇
所
に
延
べ

１
５
０
メ
ー
ト
ル
と
な
る
手

づ
く
り
の
階
段
を
設
置
し
ま

し
た
。
今
後
も
、

各
地
か
ら
た
く

さ
ん
の
人
に
来

て
も
ら
え
る
よ

う
に
、
古
墳
ま

で
の
参
道
の
整

備
や
環
境
整
備

を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

代
表　

塙
忠
敬
さ
ん
（
中
野
町
）

有
機
農
法
、
自
然
農
法
に

よ
る
地
場
野
菜
の
生
産
お
よ

び
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
１
月
の
イ
ベ
ン
ト
で
は

地
場
産
野
菜

を
使
用
し
た

料
理
を
バ
イ

キ
ン
グ
形
式

で
提
供
し
た

ほ
か
、
石
釜

ピ
ザ
や
里
美

牛
も
振
る
舞

い
ま
し
た
。

農
産
物
で
地
元
を
Ｐ
Ｒ 

【
里
美
ふ
る
さ
と
農
園
推
進
協
議
会
生
産
部
会
】　

ま
た
、
餅
つ
き
体
験
も
行
わ

れ
市
内
外
か
ら
参
加
し
た
約

40
人
の
参
加
者
に
は
笑
顔
が

あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

他
、
地
域
の
活
性

化
や
連
携
を
深
め

る
た
め
、
生
産
指

導
や
講
習
会
、
体

験
学
習
、
里
美
地

区
の
Ｐ
Ｒ
・
誘
客
・

イ
ベ
ン
ト
の
開
催

等
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

代
表　

小
林
信
房
さ
ん
（
大
中
町
）

里
美
地
区
出
身
で
水
戸
彰

考
館
総
裁
を
務
め
た
豊
田
天

功
、
天
功
の
子
で
水
戸
彰
考

館
総
裁
代
を
務
め
た
香
窓
と

そ
の
妻
で
日

本
の
保
母
第

１
号
の
芙
雄

を
顕
彰
す
る

活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

昨
年
度
か
ら
、

三
人
の
功
績

と
活
躍
を

郷
土
の
偉
人
を
顕
彰

広
く
紹
介
す
る
た
め
、
子
ど
も

か
ら
大
人
ま
で
親
し
め
る
よ
う

マ
ン
ガ
本
の
制
作
を
進
め
て
き

ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
３
月

に
完
成
す
る
予

定
で
す
。
今
後

も
、
マ
ン
ガ
本

は
も
ち
ろ
ん
紙

芝
居
な
ど
も
制

作
し
、
地
元
を

中
心
に
顕
彰
活

動
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

金
砂
郷
地
区
の
保
育
園
、

幼
稚
園
、
小
学
校
を
中
心
に
、

絵
本
や
紙
芝
居
な
ど
の
読
み

聞
か
せ
活
動

を
行
っ
て
い

ま
す
。
そ
の

他
に
も
、
市

の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ま
つ

り
へ
の
参
加

や
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
講

座
の
寸
劇
を

読
み
聞
か
せ
で
地
域
交
流

【
読
み
聞
か
せ
サ
ー
ク
ル　

金
砂
郷
お
む
す
び
の
会
】　

公
民
館
や
企
業
に
出
向
い
て

行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
紙
芝
居
を
自

分
た
ち
で
作
成
、

他
団
体
の
事
業

に
協
力
し
活
動

の
幅
を
広
げ
て

き
ま
し
た
。
今

後
も
、
地
域
を

楽
し
く
明
る
く

し
て
い
く
活
動

を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

代
表　

興
野
操
さ
ん
（
上
深
荻
町
）

【
豊
田
天
功
・
香
窓
・
芙
雄
顕
彰
会
】　

代
表　

井
坂
さ
と
美
さ
ん
（
松
栄
町
）
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応募区分 はじめの一歩事業 市民提案事業
交 付
対 象 者 構成員が５人以上で、その過半数が市内に在住、勤務もしくは在学している市民団体またはグループ等

補助対象
事 業

市民と行政との連携による住み良い地域社会の実現のため、地域の活性化や課題解決を目的に、市民団体等が自ら企画し、
主体的に取り組むまちづくり事業
これから活動を始めようとする市民団体等が、活動の継続
を前提に計画する上記の補助対象事業 市民団体等が計画する上記の補助対象事業

募 集 数 3団体程度 15 団体程度

補助金額 1 団体につき上限 10万円
※ 助成は 1 回限りとし、次年度以降市民提案事業の申請可

1 団体 1事業につき上限 30万円
※ 年度中 1 回限りとし、同一事業を継続する場合は 3 年まで

事業実施
期 間 交付の日から平成 27年 3 月 31 日まで

申請期限 4月 25 日（金）

申 請 等
募集要項を参照の上、市民協働推進課（市役所本庁２階）まで持参してください。募集要項は、市民協働推進課、金砂郷・
水府・里美各支所のほか、下記ホームページからダウンロードもできます。

【常陸太田市市民活動ネット】http://www.city.hitachiota.ibaraki.jp/index.php?code=1117

選考結果
の 通 知

選考結果（交付・不交付）については、審査委員会の審査を経て６月上旬に文書で通知します。
※通知時期は、応募状況等により前後する場合があります。

そ の 他
○事業は審査委員会で審査を行い、可否を決定します。
○ 審査の結果や応募状況によっては、追加募集を行います。
○ 書類の書き方や補助金制度に関する相談を受け付けていますので、詳しくはお問い合わせください。

市民提案型まちづくり
事業を募集します!

平成 26 年度も市民提案型まちづくり事業の応募団体を募
集します。自分たちの力で地域の課題を解決し、地域の活
力を生み出そうとするグループをお待ちしています。

「
ウ
グ
イ
が
棲す

む
川
」
を

取
り
戻
そ
う
と
、
地
元
下
宮

河
内
町
内
を
流
れ
る
浅
川
の

環
境
美
化
・
環

境
浄
化
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
フ

ナ
・
ウ
グ
イ
の

放
流
や
棲す

み
処か

づ
く
り
の
ほ
か

に
、
会
の
集
合

拠
点
と
す
る
建

物
の
整
備
を
行

河
川
整
備
で
地
域
を
活
性
化

【
浅
川
を
き
れ
い
に
美
し
く
す
る
会
】

い
ま
し
た
。

今
後
も
、
フ
ナ
・
ウ
グ
イ

等
の
棲せ
い

息そ
く

す
る
川
と
し
て
放

流
お
よ
び
河

川
整
備
を
行

い
、
子
ど
も

と
の
ふ
れ
あ

い
事
業
や
都

市
と
の
交
流

も
進
め
て
地

域
の
活
性
化

を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

代
表　

根
本
一
男
さ
ん（
下
宮
河
内
町
）

ハ
イ
カ
ー
や
マ
ウ
ン
テ
ン

バ
イ
ク
の
愛
好
者
が
、
市
内

の
里
山
で
気
持
ち
よ
く
、
安

全
に
散
策
で

き
る
よ
う
に

市
内
の
散
策

道
の
整
備
を

行
っ
て
い
ま

す
。
今
年
度

は
、
昨
年
に

引
き
続
き
散

策
道
の
整
備

を
行
っ
た
ほ

散
策
道
を
整
備
し
イ
ベ
ン
ト

【
い
ば
ら
き
Ｍ
Ｔ
Ｂ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
】　

か
、
小
学
生
を
対
象
と
し
た

体
験
ツ
ー
リ
ン
グ
を
２
月
に

開
催
し
、
11
人
の
参
加
者
が

整
備
さ
れ
た

山
を
楽
し
そ

う
に
走
り
ま

し
た
。
今
後

も
、
散
策
道

の
整
備
を
進

め
、
さ
ま
ざ

ま
な
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し

て
い
き
ま
す
。

代
表　

富
岡
修
一
さ
ん
（
上
河
合
町
）
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国民年金通信　●●● 保険年金課年金医療係（内線 117･118）

４
月
か
ら
免
除
期
間

が
拡
大
さ
れ
ま
す

国
民
年
金
保
険
料
が
納
め
ら
れ
な
い
…

そ
ん
な
と
き
に
は「
免
除
・
猶
予
制
度
」

Ａ 

．仕
事
や
生
活
の
状
況
に
よ
り
、

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
難
し

い
場
合
に
は
、
次
の
３
つ
の
制

度
が
あ
り
ま
す
。

○
学
生
納
付
特
例
制
度

 

学
生
の
方
で
、
本
人
の
前
年
度

の
所
得
が
１
１
８
万
円
以
下

（
目
安
）
で
あ
れ
ば
、
申
請
す

る
こ
と
に
よ
り
、
国
民
年
金
保

険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

○
保
険
料
免
除
制
度

 

本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
の
方

に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
所
得

が
基
準
の
範
囲
内
で
あ
れ
ば
、

申
請
に
よ
り
国
民
年
金
保
険
料

の
全
額
、
ま
た
は
一
部
（
４
分

の
１
、
半
額
、
４
分
の
３
）
が

免
除
さ
れ
ま
す
。

Ｑ
． 

免
除
・
猶
予
制
度
と
は
？

Ｑ
． 

申
請
方
法
は
？

○
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

 

30
歳
未
満
の
方
で
、
本
人
、
配

偶
者
の
前
年
所
得
が
一
定
額
以

下
の
場
合
に
、
申
請
に
よ
り
保

険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

※ 
失
業
中
の
方
に
つ
い
て
は
退
職
者
特

例
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

※ 

免
除
を
受
け
る
た
め
の
所
得
の
基
準

や
必
要
な
添
付
書
類
な
ど
は
、
申
請

さ
れ
る
方
に
よ
り
異
な
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

Ａ 

．
上
記
の
制
度
で
さ
か
の
ぼ
っ

て
免
除
を
受
け
ら
れ
る
期
間

が
、
こ
れ
ま
で
の
１
年
か
ら
２

年
１
カ
月
に
延
び
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
は
、
過
去
分
の
国
民

年
金
保
険
料
の
免
除
が
受
け
ら
れ

る
期
間
は
、
申
請
の
直
前
の
７
月

（
学
生
納
付
特
例
は
直
前
の
４
月
）

ま
で
の
１
年
以
内
で
し
た
。

平
成
26
年
４
月
か
ら
は
、
申
請

Ｑ
．「 

免
除
期
間
が
拡
大
」
と

は
ど
う
い
う
こ
と
？

時
点
の
２
年
１
カ
月
前
ま
で
申
請

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

平
成
25
年
6
月
以
前
の
免
除

（
学
生
納
付
特
例
の
場
合
は
平
成
25

年
3
月
以
前
）
を
ご
希
望
の
場
合

は
、
平
成
26
年
4
月
1
日
以
降
に

市
役
所
保
険
年
金
課
年
金
医
療
係

お
よ
び
金
砂
郷
・
水
府
・
里
美
各

支
所
窓
口
、
ま
た
は
水
戸
北
年
金

事
務
所
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

平
成
26
年
3
月
31
日
ま
で
は
平

成
25
年
7
月
〜
平
成
26
年
6
月

の
免
除
（
学
生
納
付
特
例
の
場

合
は
平
成
25
年
4
月
〜
平
成
26

年
3
月
）の
み
申
請
が
可
能
で
す
。

◆
ご
注
意
く
だ
さ
い
◆

○ 

申
請
が
遅
れ
る
と
万
一
の
際

に
障
害
年
金
な
ど
を
受
け
取

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
す
み
や
か
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

年
金
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

水
戸
北
年
金
事
務
所 

国
民
年
金
課

☎
０
２
９
‐
２
３
１
‐
２
３
８
１

□
追
納
を
お
す
す
め
し
ま
す
□

○ 

所
得
に
基
づ
き
審
査
を
行
い

ま
す
の
で
、
免
除
が
承
認
さ

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

保
険
料
の
免
除
や
若
年
者
納
付

猶
予
、
学
生
納
付
特
例
が
承
認
さ

れ
た
期
間
は
、
保
険
料
を
納
め
た

場
合
よ
り
も
将
来
受
け
取
る
年
金

額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
そ
の
期
間
は
10
年
以
内
で
あ

れ
ば
、
あ
と
か
ら
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
（
追
納
）
が
で
き
ま
す
。

追
納
を
ご
希
望
の
場
合
に
は
、
市

役
所
ま
た
は
年
金
事
務
所
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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Information
　

市
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
水
戸
放
送
局
で
は
、

合
併
10
周
年
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
水
戸
放
送

局
県
域
放
送
10
周
年
を
記
念
し
て
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム
「
Ｂ
Ｓ

日
本
の
う
た
」
の
公
開
録
画
を
実

施
し
ま
す
。

　

こ
の
番
組
は
、
時
代
を
超
え
て

愛
さ
れ
歌
い
つ
が
れ
て
き
た
名
曲

の
数
々
を
、
一
流
の
ゲ
ス
ト
歌
手

の
競
演
で
お
届
け
す
る
ス
テ
ー
ジ

シ
ョ
ー
で
す
。

　

観
覧
を
ご
希
望
の
方
は
、
下
記

の
要
領
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◇
期
日　

４
月
24
日
木

◇ 

時
間　

午
後
６
時
40
分
〜
８
時

30
分
（
予
定
）　

　

＊
開
場
は
午
後
６
時

◇ 

会
場　

パ
ル
テ
ィ
ホ
ー
ル

◇
入
場
料　

無
料

◇ 

司
会
者　

吉
田
一
貴
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー

◇ 

ゲ
ス
ト　

未
定

　

＊ 

決
定
次
第
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
水
戸
放
送
局

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http

//
w
w
w
.nhk.or.jp/m

to/

）
に

掲
載
し
ま
す
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ「
Ｂ
Ｓ
日
本
の
う
た
」が
常
陸
太
田
に
や
っ
て
き
ま
す
！

✿

✿

ご
支
援
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

◇ 

善
意
あ
り
が
と
う

　

 

茨
城
み
ず
ほ
農
業
協
同
組
合 

様
＝
社
会
福
祉
事
業
の
た
め　

３
万
５
１
０
０
円

 　

 

株
式
会
社
国
和
シ
ス
テ
ム 

様

＝
市
政
の
た
め　

１
万
４
６
０

円

　

 

北
野
孝
弘 

様
＝
社
会
福
祉
事

業
の
た
め　

10
万
円

【
公
開
録
画
の
観
覧
申
し
込
み
】

◇ 

申
込
方
法　

４
月
１
日
火
（
必

着
）
ま
で
に
、
往
復
は
が
き
の

往
信
裏
面
に
郵
便
番
号
・
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
、
返
信
表
面

に
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
を
、

そ
れ
ぞ
れ
記
入
の
上
、
常
陸
太

田
市
企
画
課
「
Ｂ
Ｓ
日
本
の
う

た
」
係
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

◇
あ
て
先

　

 

〒
３
１
３
‐
８
６
１
１　

常
陸

太
田
市
金
井
町
３
６
９
０　

常

陸
太
田
市
企
画
課
「
Ｂ
Ｓ
日
本

の
う
た
」
係

　

＊ 

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
の

上
、
当
選
の
場
合
は
入
場
整

理
券
（
１
枚
で
２
人
ま
で
有

効
）
を
、
落
選
の
場
合
は
そ

の
旨
を
通
知
し
ま
す
。

◇ 

そ
の
他　

　

○ 

往
復
は
が
き
以
外
の
お
申
し

込
み
は
無
効
と
し
ま
す
。

　

○ 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
等
で
の
転
売
を
目
的

と
し
た
お
申
し
込
み
は
、
固

く
お
断
り
し
ま
す
。

　

○ 

売
買
を
目
的
と
し
た
お
申
し

込
み
で
あ
る
と
判
明
し
た
場

合
に
は
、
抽
選
の
対
象
外
と

し
ま
す
。

問
企
画
課
（
内
線
３
１
１
）

と
な
り
の
ま
ち
か
ら

【
日
立
市
】

日
立
さ
く
ら
ま
つ
り

日
立
市
に
春
を
告
げ
る
「
日
立

さ
く
ら
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
す
。

４
月
５
日
土
・
６
日
日
・
13
日
日

に
は
、
平
和
通
り
が
歩
行
者
天
国

と
な
り
、
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
で
盛

り
上
が
り
ま
す
。
ま
つ
り
期
間
中

は
、
さ
く
ら
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
も

行
い
ま
す
。

◇
と
き　

４
月
１
日
火
〜
20
日
日

◇ 

と
こ
ろ　

平
和
通
り
、
か
み
ね

公
園
、十
王
パ
ノ
ラ
マ
公
園

◇ 

内
容　

平
和
通
り
会
場
（
５
日

土
・
６
日
日
）
日
立
風
流
物
の

公
開
な
ど
／
か
み
ね
公
園
会
場

　

３
月
15
日
土
〜
４
月
20
日
日

ス
プ
リ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

開
催
／
十
王
パ
ノ
ラ
マ
公
園
会

場　

花
が
見
ご
ろ
の
時
期
に
行

燈
点
灯

問 

日
立
さ
く
ら
ま
つ
り
実
行
委
員

会
（
日
立
市
観
光
物
産
課
内
）

☎
０
２
９
４
（
22
）
３
１
１
１

（
内
線
４
０
６
）

〒313-8611

常陸太田市金井町
3690

〒○○○ - ○○○○

住所

（応募者の）

氏名

①郵便番号
②住所
③氏名
④電話番号

常陸太田市企画課

※ここには何も
　記入しないで
　ください

「BS日本のうた」係

往信（表面） 返信（裏面） 返信（表面） 往信（裏面）

（応募者の）

【
東
海
村
】

第
25
回
東
海
さ
く
ら
ま
つ
り

　

阿
漕
ヶ
浦
公
園
の
約
２
０
０
本

の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
を〝
あ
ん
ど
ん
〞

や
〝
ぼ
ん
ぼ
り
〞
で
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
し
ま
す
。
昼
間
と
は
表
情
の
違

う
、
幻
想
的
な
夜
桜
の
風
景
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

◇ 

と
き　

４
月
１
日
火
〜
20
日
日

（
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ　

日
没
〜
午

後
９
時
）

◇ 

と
こ
ろ　

阿
漕
ヶ
浦
公
園

問 

東
海
村
観
光
協
会
（
☎
０
２
９

‐
２
８
２
‐
１
７
１
１
）
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2 月 22 日、竜神大吊橋におい
てバンジー婚活が行われました。
参加者は男女合わせて 25 人。そ
のうち 6 人がバンジージャンプに
挑戦した後、水府物産センターの
レストランで交流会が行われまし
た。飛び終えた参加者の１人は「怖
かったけれど飛び終えると勇気を
もらいました。交流会も頑張りま
す」と笑顔で話してくれました。

2 月 12 日～ 14 日、外務省の青少年交流事業により
パキスタンの高校生が来日、
そのうち 12 人が金砂地区
で民泊体験を行いました。
外国人の受け入れは初めて
のため、事前に勉強会を開
いて準備。高校生たちは各
家庭で日本食に挑戦したり、
ひな祭りや茶道を体験する
など、日本文化を楽しみま
した。

市内の農業生産者と料理人・パティシエたちがタッ
グを組んで、新しいメ
ニューを提供する「ファー
ム＆キッチン」。2 月 14
日～ 3 月 2 日まで開催さ
れた今回のお題はイチゴ。
市内のイチゴ農家 4 軒の
甘くおいしいイチゴを使
い、レストラン・菓子店
舗 12 軒がコラボし創作メ
ニューに挑みました。

2 月 16 日、久米小グラウ
ンドで、未就学年長児と女子
児童を対象に、キッズ・ガー
ルズサッカー教室（久米 SSS
主催）が行われました。市内
各地から参加した子どもたち
は、強風にもめげず、楽しく
ボールを追いかけていました。

1 月 24 日～ 26 日、第 7 回誉田地区趣味の作品展
が誉田公民館で開催されました。今
年もパッチワークや盆栽、陶芸など
140 点余りが
展示され、訪
れたお客さん
を楽しませて
いました。

2 月 1 日、高鈴山から春友大沢
滝までの自然豊かなコースを、小
学生たちがマウンテンバイクで
疾走しました。これはマウンテン
バイクの魅力を知ってもらおうと、
いばらき MTB ネットワークの皆さ
んが主催したもので、子どもたち
は乗り方の指導を受けながら、笑顔で走り切りました。

2 月 1 日から 28 日ま
で開催されたすいふ蕎
麦まつり。熟成された
そばが最もおいしくな
るといわれる 2 月、多
くの人が「常陸秋そば」
の味を楽しみました。

今回は 8 組のカップルが成立！

今月から始まった〝竜神バンジージャンプ〟。
オープン前から 400 人以上の予約で人気です。

［写真㊤］かなさ笑楽校で
ホストファミリーと対面式

［写真㊦］農家の皆さんも絶賛
［写真㊤］「工夫したところは…」少年団のお姉さんたち

といっしょにサッカー

ペーパークラフトは本物の盆栽と見間違うほど

常陸秋そばを使用した、まつり
限定メニューが好評

まちの話題 my town news 
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2 月 22 日、瑞龍町の瑞龍遺跡が一般公開され、約
350 人の考古学ファンが訪
れました。縄文から平安時
代にかけての竪穴住居や倉
庫跡から出土した墨書土器
や、和製漢字がヘラで刻ま
れた土器などについて詳し
い説明がありました。

2 月 1 日、西山研修所で西山冬まつりが開催されま
した。つくろうあそぼうのコーナーでは、子どもたち
がけん玉やベーゴマなどの昔遊びを体験。ステージ発
表のコーナーでは保育園や太
鼓会の演奏などがあり、内容
盛りだくさん。訪れた大勢の
お客さんは冬のお祭りを楽し
みました。

2 月 22 日、瑞竜中校庭で
冬の星空観察会が行われま
した。親子連れなど 21 人
が参加し、冬の空でどんな
星が見えるのか、なぜ見え
にくくなっているのかなど、
星や環境について教わりな
がら夜空を眺めました。

2月22日・23日、生涯学習センター等で生涯学習フェ
ステイバルが開催。公民
館・学校・各種文化団体
の日頃の活動の展示発表
や体験コーナー、芸能発
表が行われ、訪れた大
勢の市民の方が、見ごた
えのある作品や各種コー
ナーなどを楽しみました。

1 月 24 日、石岡市の小桜地区区長会の皆さんが上
河合町で行われている鳥
追いやエコミュージアム
活動について視察に訪れ
ました。区長会の皆さん
は、熱心に話を聞きなが
ら、地域での取り組み方
などを質問していました。

2 月 9 日、小沢町集会所で老人会と子ども会共催に
よる三世代交流の広場
が開かれました。高齢者
の方はなつかしそうに
繭玉づくりを指導。子ど
もたちも目を輝かせて
伝統文化を体験し、地域
の交流を深めました。

1 月 25 日に開催さ
れた、3 年に 1 度の谷
河原まつりは今年で 8
回目。今回も作品展や
ベーゴマ・竹馬の昔遊
び、餅つき大会などが
行われ地域の結びつき
が一層強まりました。

1 月 26 日、東連地町
自主防災会が防災訓練
を実施。震災の教訓を
生かしながら現実的な
想定のもと、要援護者
の把握や避難誘導・飲
用水の確保・防災機器
の点検などを行いました。

竹トンボちゃ
んと飛ぶかな

わーおっきく見えるね

ステージで日頃の成果を発揮

地域の魅力を伝える

［写真㊧］竹馬やベーゴマ
［写真㊨］見ごたえのある作品が並ぶ

本番さながらの状況報告
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上利員町

出羽三山の石碑

お地蔵さま・女人講

雷神さま

鏡徳寺

西金砂神社お休み場

熊野神社
②
①

③

④

⑤

⑥

スタート・ゴール

Ｎ

上利員生活改善センター

浅川

ゴルフ場
名水とそば
の郷の像

至　下利員交差点

至　かなさ笑楽校

観世音菩薩、如意輪観音など
の一般に安産や子育ての神と
して信仰されたものが地区全
体で多く見られ、女人講が盛
んであったことがわかる

出羽三山の石碑

お地蔵さま・女人講

雷神さま

明治時代火災により山門
以外は焼失したが、昭和
9年に復興し現在に至る。
山門近くにはイチョウの
古木がある

72 年に一度の西金
砂神社の磯出大祭
礼のお休み場であ
り、近くに馬力神
やお地蔵様も集め
られている

御神木のケヤキは古
くから地域に親しま
れている

西金砂神社お休み場

月山、羽黒山、湯
殿山（出羽三山）
と書かれた石碑が
建っている。これ
は出羽三山の山岳
信仰に基づく供養
塚といわれるもの

熊野神社

鏡徳寺の境内から急坂を
登り 10 分ほどで山頂の
雷神さまにたどり着く。
日照りが続くと雨ごいの
儀式もされていたという

鏡
きょう

徳
と く

寺
じ

市内の自然・史跡や特産品なども交えて見所をお伝えしながら、地元の身近な
ウォーキングコースを紹介していきます。地元の意外と知られていない名所や
素晴らしい自然、見所を巡りながら、皆さんもぜひ歩いてみませんか。

市内の自然・史跡や特産品なども交えて見所をお伝えしながら、地元の身近な
ウォーキングコースを紹介していきます。地元の意外と知られていない名所や
素晴らしい自然、見所を巡りながら、皆さんもぜひ歩いてみませんか。

市内の自然・史跡や特産品なども交えて見所をお伝えしながら、地元の身近な
ウォーキングコースを紹介していきます。地元の意外と知られていない名所や
素晴らしい自然、見所を巡りながら、皆さんもぜひ歩いてみませんか。

市内の自然・史跡や特産品なども交えて見所をお伝えしながら、地元の
身近なウォーキングコースを紹介していきます。地元の意外と知られて
いない名所や素晴らしい自然、見所を巡りながら、皆さんもぜひ歩いて
みませんか。く　   く 34

 
文化課エコミュージアム推進室（内線 541）

距離：約6km　所要時間：2時間30分

④ 

①

②③

⑥ 

熊野神社のケヤキ

山門

⑤ 
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佐
竹
小
学
校
は
、
佐
竹
氏
に
ま
つ
わ
る

歴
史
的
環
境
と
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た

学
校
で
す
。

全
職
員
で
「
自
ら
学
び
、
心
豊
か
に
た

く
ま
し
く
生
き
る
子
ど
も
の
育
成
」
を

め
ざ
し
て
指
導

に
当
た
っ
て
い

ま
す
。
市
駅
伝

競
走
大
会
で
は
、

優
勝
を
含
む
上

位
の
成
績
を
収

め
て
い
ま
す
。

花壇
サツマイモ掘り

花の定植

持久走記録会

サツマイモ植え

天神ばやし太鼓

◆◆

◆

峰山中  サッカー部 瑞竜中  美術部

　

絵
を
描
く
こ
と
を
中
心
に
活
動
し

て
い
る
瑞
竜
中
美
術
部
。
部
員
は
２

年
生
８
人
、
１
年
生
６
人
。
部
長
の

邊
見
紗
枝
さ
ん
は
、「
言
葉
に
で
き
な

い
こ
と
も
、
絵
に
は
表
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。
作
品
の
制
作
を
と
お
し
て
、

〝
最
後
ま
で
や
り
ぬ
く
〞
と
い
う
こ
と

を
学
び
ま
し
た
。
夏
の
展
覧
会
（
南

中
と
合
同
開
催
）
の
知
名
度
が
低
く

て
、
来
て
く
れ
る
人
が
少
な
い
ん
で

す
（
笑
）。
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
人
に

見
て
も
ら
い
た
い
」
と
話
し
、
顧
問

の
金
澤
武
久
先
生
は
、「
表
現
す
る
楽

し
さ
を
味
わ
っ
て
ほ
し
い
。
上
手
下

手
よ
り
も
作
品
を
と
お
し
て
何
を
伝

え
た
い
か
、
テ
ー
マ
性
を
大
切
に
し

て
い
ま
す
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
「
う
ち
の
武
器
は
選
手
も
ベ
ン
チ

も
一
緒
に
な
っ
て
戦
う
〝
団
結
力
〞

で
す
。
チ
ー
ム
の
目
標
で
あ
る
『
仲

間
を
大
切
に
す
る
・
挑
戦
す
る
・
闘

う
』を
心
に
刻
み
、達
成
感
を
味
わ
っ

て
ほ
し
い
」。
そ
う
話
す
の
は
顧
問

の
黒
田
怜
先
生
。
２
年
生
18
人
、
１

年
生
３
人
の
部
員
を
ま
と
め
る
佐
藤

和
哉
キ
ャ
プ
テ
ン
は
、「
練
習
の
空

気
が
ゆ
る
ま
な
い
よ
う
に
声
を
出
し

て
盛
り
上
げ
て
い
ま
す
。試
合
で
は
、

チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
勝
て
た
時
が

と
て
も
楽
し
い
。
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を

大
切
に
、
総
体
で
県
大
会
出
場
を
目

指
し
ま
す
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

天
神
ば
や
し
保
存
会
の
指
導
の
下
、
４
・

５
年
生
が
天
神

ば
や
し
太
鼓
を

学
び
、
収
穫
祭

や
市
小
中
学
校

音
楽
会
で
、
雄

壮
な
太
鼓
の
発

表
を
行
っ
て
い

ま
す
。

Vol.11our school life

■
児
童
数
２
０
７
人

ま
た
、
地
域
の
方
々
の
協
力
を
得
て
、

全
児
童
が
サ
ツ
マ
イ
モ
植
え
・
収
穫
を
体

験
し
て
い
ま
す
。

苗
の
定
植
や
除
草
・
花
摘
み
等
、
児
童

が
中
心
に
な
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
今

年
度
は
、
市
花
と
緑
の
環
境
美
化
コ
ン

ク
ー
ル
に
お
い
て
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。
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表紙に
よせて

パキスタンの高校生が金砂地区で民泊を体験。3軒のホストファミリーで〝日本〟に親しみました。食べ物や衣服、習慣など、文化
の違いはありますが、貴重な国際交流の機会となりました（関連記事 16P）。

　◇ 対象　市内に住所を有する平成 25 年 5 月生まれのお子さん（5 月号掲載分）
　  ◇応募締切　4 月 8 日火
　 ◇ 必要事項　お子さんの氏名（ふりがな）・性別・生年月日・住所、応募者（保

護者）の氏名・電話番号
　◇ その他　メールの場合は写真データを添付してください（ＪＰＥＧ形式で 3

ＭＢ以内）。応募された写真は返却しませんのでご了承ください。

おめでとう！
はじめての 3 月で１歳です！

元気
に

すく
すく

関陽
ひゅうが

向くん
3月 13日（赤土町）

近藤愛
つ ぐ み

美ちゃん
3月 21日（真弓町）

川上紗
さ き

季ちゃん
3月 3日（西宮町）

舘剣
け ん と

翔くん
3月 23日（上深荻町）

平根宗
むねのり

典くん
3月 10日（松平町）

山形宥
ひ ろ な

菜ちゃん
3月 2日（木崎二町）

宇野結
ゆ い な

菜ちゃん
3月 2日（磯部町）

　申  問情報政策課広報広聴係（〒 313-8611 常陸太田市金井町 3690 ／メールアドレス　joho2@city.hitachiota.lg.jp
／内線 303・304）

和田実
み か

花ちゃん
3月 21日（町屋町）

今月は「太田進徳幼稚園」で～す


